
 
９月補正予算（第２号）の概要 

 
１．補正予算の編成の考え方 
今回の９月補正については､台風４号に係る災害復旧費、補助の決定・変更があったも

の、当初予算において対応できなかった事業及び事業執行上著しく支障をきたすものに

限ることを基本に編成を行った。 
 
２．一般会計補正予算（第２号）の概要 
① 歳入は、市税（個人市民税、固定資産税等）、普通交付税、繰越金等の確定等に伴う

歳入を計上し、歳出については上記の考え方に基づく事業を計上した。 
この結果、補正額５４３，６９７千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が 
３０，５３４，５１４千円となった。 
 
② 主な事業 
１）維持補修関係 

 ① 災害復旧事業 

＊農地農業用施設災害復旧補助金（小高区）       (P20) ４９５千円

＊農地農業用施設災害復旧補助金（鹿島区）       (P20) ２，１２５千円

＊農地農業用施設災害復旧補助金（原町区）       (P20) ２，００５千円

＊現年発生公共災害復旧事業（農地農業用施設）     (P20) １，０００千円

＊現年発生公共災害復旧事業（小高区）（農地農業用施設） (P20) ３５，８５６千円

＊現年発生公共災害復旧事業（鹿島区）（農地農業用施設） (P20) ３，１０２千円

＊現年発生単独災害復旧事業（原町区）（農地農業用施設） (P20) ５，６７０千円

＊現年発生単独災害復旧事業（小高区）（林業施設）    (P22) ７５０千円

＊現年発生単独災害復旧事業（鹿島区）（林業施設）    (P22) ６，２００千円

＊現年発生単独災害復旧事業（原町区）（林業施設）    (P22) ３，８５５千円

＊現年発生単独災害復旧事業（小高区）（道路橋梁）    (P22) ２，０１０千円

＊現年発生単独災害復旧事業（鹿島区）（道路橋梁）    (P22) １，６００千円

＊現年発生単独災害復旧事業（原町区）（道路橋梁）    (P22) ２，５００千円

＊現年発生単独災害復旧事業（小高区）（河川）      (P24) １５０千円

＊現年発生単独災害復旧事業（鹿島区）（河川）      (P24) １，８００千円

＊現年発生単独災害復旧事業（原町区）（河川）      (P24) ８００千円

＊衛生施設災害復旧補助金（小高区）          (P24) ７００千円

災害復旧経費 合 計 ７０，６１８千円

 ② 維持補修事業 

 市有建物等維持補修基金積立金             (P 6) ５２，１００千円

 塵芥処理施設管理運営事業               (P10) ３０，０２６千円

林道整備事業（原町区）                (P10) １，７２０千円

＊林道維持管理事業（鹿島区）              (P10) ５，７９７千円

道路維持管理事業                   (P12) １５，８１０千円

道路維持管理事業（小高区）              (P12) ５，２００千円

道路維持管理事業（鹿島区）              (P14) ３，０６３千円

道路維持管理事業（原町区）              (P14) ２２，３３１千円

  体育施設整備事業（原町区）              (P18) ５，９００千円

維持補修経費 合 計 １４１，９４７千円



 
２）国県等の補助事業 

＊公衆浴場施設整備事業補助金              (P10) １，８００千円

 原ノ町駅周辺施設整備事業（原町区）          (P16) ▲１９，１４８千円

 

３）対応が必要な事業 

  保育園待機児童解消  ０歳児１７名 １歳児８名 ４歳児１名 計２６名 

    小高区 ０歳児 １１名 ４歳児 １名  

    鹿島区 ０歳児 ６名  

    原町区 １歳児 ８名  

  ０歳児保育室等増築事業（原町区）Ｈ２０ １５名    (P 8) ２，０６７千円

  集会施設整備事業補助金（小高区）           (P 8) ６６６千円

＊固定資産土地評価替事業                (P 8) ２６，２０８千円

企業立地促進特別融資資金貸付金            (P10) ２０，０００千円

交流一般経費                     (P10) ７５５千円

常磐自動車道関連改良事業（原町区）          (P16) ４０，０００千円

＊は新規事業 

 
３．特別会計補正予算の概要 
① 介護保険特別会計（第１号） 
平成１8 年度の決算に伴う基金積立金及び返還金や人事異動に伴う人件費などを補
正するもので、補正額２０１，８２１千円を追加し、補正後の歳入歳出が４，０１９，

８２７千円となった。 
 
② 簡易水道事業特別会計（第１号） 
県道仲ノ内小高線歩道整備工事に係る補償工事費などを補正するもので、補正額１， 
６１２千円を追加し、歳入歳出総額９０，４７０千円となった。 

 
③ 水道事業会計（第２号） 
人事異動に伴う人件費等及び移設補償工事に係る工事負担金収入、改良工事費並び

に石綿管更新事業に係る国庫補助金収入、配水設備費及び水源処理設備に係る原水設

備費などを補正するもので、収益的支出の補正額５，２２９千円を減額し、補正後の

総額が９１０，９２８千円、資本的支出の補正額３，０９２千円を追加し、補正後の

総額が９３５，８１９千円となった。 
 
④ 工業用水道事業会計（第１号） 
人事異動に伴う人件費及び移設補償工事に係る工事負担金収入、配水設備費を補正

するもので、収益的支出の補正額３１千円を減額し、補正後の総額が４５５，０９５

千円、資本的支出の補正額３，３６０千円を追加し、補正後の総額が２６５，４１４

千円となった。 
 
⑤ 下水道事業会計（第２号） 
下水道台帳整備及び施設修繕料や人事異動に伴う人件費などを補正するもので､収

益的支出の補正額３１，０７５千円を追加し、補正後の総額が１，４７２，８５５千

円、資本的支出の補正額７２９千円を追加し、補正後の総額が１，９３７，２４１千

円となった。 


